
図
画
取
調
掛
と
美
術
学
校
設
立
準
備

従
来
、
図
画
取
調
掛
は
熙
置
と
と
も
に
美
術
学
校
設
立
の
準
備
を
開
始
し
た

と
い
わ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
そ
の
是
非
を
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
、
同

掛
の
場
合
、
音
楽
取
調
掛
と
違
っ
て
事
業
に
関
す
る
公
的
記
録
が
全
く
現
存
し

て
お
ら
ず
（
明
治
四
十
四
年
の
東
京
美
術
学
校
火
災
で
焼
失
し
た
可
能
性
が
大
き
い
）
、

事
業
の
実
体
を
把
握
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
、
右
の
通
説
の
正

当
性
を
裏
付
け
る
証
左
を
い
く
つ
か
掲
げ
る
こ
と
は
で
き
る
。
そ
の
一
っ
は
設

置
後
問
も
な
い
時
期
に
狩
野
芳
崖
や
狩
野
友
信
と
一
緒
に
藤
田
文
蔵
が
屑
わ

れ
、
彫
刻
場
の
新
築
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
措
置
が
彫
刻
の
部

門
を
含
む
美
術
学
校
の
設
立
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
も
う
―
つ
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
「
日
本
美
術
行
政
に
関
す
る
提
言
」
草
稿

（
『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
資
料
ー
』
所
収
）
で
あ
る
。
こ
の
草
稿
は
記
載
事
項
か
ら
み
て
明

治
十
九
年
二

、
三
月
、
す
な
わ
ち
図
画
取
調
掛
発
足
後
間
も
な
い
時
期
の
執
筆

と
考
え
ら
れ
、
美
術
局
設
置
の
促
進
を
目
的
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の

中
に
次
の
よ
う
な
部
分
が
あ
る
。

〔
フ
ェ
ノ
ロ
サ
ら
の
1

編
者
註
〕
計
画
の
第
一
部
は
、
美
術
家
や
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
た
め
の
学
校
教
育
制
度
で
あ
り
ま
す
。
東
京
の
中
央
美
術
師
範
学

校
か
ら
、
完
全
な
体
系
（
こ
こ
で
詳
細
に
立
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
）
の
訓
練
を
受
け
た
教
師
た
ち
が
全
国
の
公
立
学
校
で
日
本
画
の
授
業

し
た
。

（
『
明
治
十
二
傑
』
明
治
三
十
二
年
六
月
十
五
日
。
博
文
館
）

を
指
通
す
る
た
め
に
地
方
へ
派
遣
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
才
能
あ
る
若
者
は

す
ぐ
発
見
さ
れ
、
中
央
の
学
校
に
お
い
て
も
っ
と
専
門
的
な
教
育
を
受
け

る
機
会
を
与
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
案
は
な
お
幾
つ
か
の
部
門
に
分

け
て
練
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
中
央
美
術
学
校
を
は
じ
め
と
す
る

学
校
教
育
計
画
の
根
幹
は
、
デ
ザ
イ
ソ
諸
法
則
の
実
際
的
総
合
的
体
系
で

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
法
則
は
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
（
た
ぶ
ん
建
築
も
含

む
）
の
各
専
門
学
部
に
お
い
て
応
用
的
に
拡
大
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

や
が
て
は
、
見
習
い
用
の
実
践
的
仕
事
場
を
こ
れ
に
関
連
し
て
設
立
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
商
人
が
西
洋
の
美
術
需
要
の
特
別
注
文
を
届
け
に

来
る
の
は
、
こ
の
学
校
の
教
師
、
高
学
年
の
学
生
、
実
践
的
美
術
家
、
デ

ザ
イ
ナ
ー
た
ち
の
所
で
し
ょ
う
。
こ
の
発
注
品
は
、
そ
の
よ
う
な
需
要
の

た
め
の
デ
ザ
イ
ン
を
専
門
に
研
究
し
、
授
業
を
主
要
目
的
と
す
る
人
々
の

監
督
下
に
製
作
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
す
べ
て
、
農
商
務
省
で
は
な

く
、
文
部
省
の
機
能
に
属
す
る
こ
と
で
す
。
実
業
家
は
、
教
育
の
必
要
や

す
ぐ
れ
た
芸
術
家
の
訓
練
の
た
め
に
必
要
な
細
心
の
注
意
を
要
す
る
機
構

に
つ
い
て
無
知
に
等
し
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
幸
い
に
も
、
「
中
央
美
術

学
校
」
の
さ
さ
や
か
な
予
算
の
形
で
、
そ
の
よ
う
な
学
校
制
度
の
朋
芽
が

暫
定
的
な
が
ら
文
部
省
の
手
で
既
に
蒔
か
れ
ま
し
た
。
ま
だ
開
校
は
し
て

い
ま
せ
ん
が
、

そ
の
機
構
や
計
画
は

〔約
一
行
解
読
不
能
〕
。

し
か
し
最
初

十
分
と
思
わ
れ
た
額
は
そ
の
目
的
に
は
少
な
す
ぎ
ま
す
。
実
際
的
な
人
々

が
皆
そ
の
成
熟
を
熱
望
す
る
中
で
、
こ
の
朋
芽
を
育
て
、
支
え
を
与
え
る

さ
ら
に
急
速
に
円
熟
に
至
ら
せ
る
処
置
を
講
ず

こ
と
の
重
要
性
を
認
め
、

る
こ
と
は
内
閣
の
責
任
で
す
。
実
際
的
外
国
人
は
皆
、
そ
の
開
校
、
そ
れ

が
洗
練
と
成
熟
を
達
成
す
る
方
法
を
切
望
し
て
い
ま
す
。
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1st year 2nd year 

School of 

Art 

Principles 

1st year 2nd year 

elements of elements of 

art form art form 

design design 

modelling modelling 

aesthetics aesthetics 

history of art 
Literature 

and morals 
Literature 

and moral 

Normal 

school 

teachers 

design 

school 

pamtmg 

sculpture 

elements of art form elements of art form 

design design 

elements of expression elements of expression 

study of old pamtmg study of old pamtmg 

aesthetics and aesthetics and 
history of art history of art 

modelling Literature and morals 

literature and morals Practice m teachm1t 

general designing special des1gnmg special 

pamtmg workshop practice 
deSlgnIng 

modelling history of art 
workshop 
practice 

lecture on uses 

lecture on materials 

elementary pnnc,ples 
of arch1tecture 

history of art 

elements of expression original compos1t1on ongmal 

study of old painting study from nature compos1t1on 

aesthetics and anatomy arch1tectural 

history of art aestheucs and decoration 
history of art pamtmg of 

study from nature elementary prmc1ples sculpture 
Literature and morals of architecture 

history 
ongmal composit1on technique and method 

Literature and morals 

{ like pamtmg except painting designs pamtmg 
this add1t1on of pamtini for sculpture designs for 
designs for sculpture sculpture 

Special des1gnmg 

I 
will be in 

Ceramics 

Metal workmg 

Weaving 

Wood(Iacquer) 

①岡倉覚三自筆カリキュラム原案（『フェノロサ資料 l』より転載）

執
筆
時
期
か
ら
み
て
、
右
文
中
の
「
学
校
制
度
の
崩
芽
」
云
々
の
語
旬
が
図

画
取
調
掛
設
置
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
図

画
取
調
掛
の
設
置
を
「
中
央
美
術
師
範
学
校
」
な
い
し
「
中
央
美
術
学
校
」
開

設
の
た
め
の
暫
定
的
な
措
置
と
看
倣
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
開
設

に
向
け
て
相
当
具
体
的
に
計
画
を
錬
っ
て
い
た
こ
と
を
こ
の
草
稿
は
も
の
語
っ

て
い
る
。

次
に
、
美
術
学
校
設
立
準
備
を
進
め
る
に
際
し
て
岡
倉
や
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
ど

の
よ
う
な
構
想
を
抱
い
て
い
た
か
と
い
う
点
を
考
え
て
み
た
い
。
幸
い
な
こ
と

に
『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
資
料
ー
』
に
関
連
資
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
構
想
の

概
要
が
把
握
で
き
る
。
要
目
を
左
に
記
す
が
、
こ
の
構
想
が
い
つ
の
時
点
で
立

て
ら
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
（
欧
米
視
察
後
と
判
断
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
）
。

一
、
美
術
学
校
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

上
記
表
①
は
岡
倉
覚
三
自
筆
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
原
案
で
あ
る
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と

協
議
の
上
作
成
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
基
礎
課
程
二
年
間
と
専
門
課
程
三
年
間

の
計
五
年
間
を
正
規
の
課
程
と
し
て
い
る
点
や
科
目
の
種
類
お
よ
び
編
成
の
点

で
明
治
二
十
一
年
制
定
の
東
京
美
術
学
校
規
則
中
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
形
が
似

て
い
る
。
次
頁
表
②
は
両
者
を
比
較
す
る
た
め
に
編
者
が
作
成
し
た
。

こ
の
原
案
は
官
立
美
術
学
校
の
教
育
法
に
関
す
る
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
考
え
を
率

直
に
表
わ
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
注
目
す
べ
き
第
一
の
点
は
基
礎

教
育
を
非
常
に
重
視
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
第
五
章
で
述

べ
る
）
。
第
二
は
基
礎
教
育
に
お
い
て
デ
ザ
イ
ソ
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
場
合
の
デ
ザ
イ
ン
と
は
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
考
え
に
よ
れ
ば
い
わ
ゆ
る

純
粋
美
術
、
応
用
美
術
を
問
わ
ず
あ
ら
ゆ
る
形
式
の
美
術
の
基
本
と
な
る
意
匠

計
画
を
指
す
。
彼
は
デ
ザ
イ
ソ
カ
の
涵
養
こ
そ
が
美
術
教
育
の
根
幹
で
あ
る
と
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教

育

方

針

言
っ

て
お
り
、
こ
の
考
え
方
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
上
に
現
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
第
三
は
デ
ザ
イ
ソ
科
の
重
視
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
デ
ザ
イ
ソ
と
は
教
科

目
か
ら
み
て
も
わ
か
る
と
お
り
工
芸
デ
ザ
イ
ソ
を
意
味
す
る
（
東
京
美
術
学
校

あ
っ
て
、

規
則
の
上
で
は
普
通
科
の
デ
ザ
イ
ン
も
工
芸
デ
ザ
イ
ン
も
一
様
に
図
案
と
い
う
語
に
置

ぎ
替
え
ら
れ
て
い
る
）
。
こ
の
デ
ザ
イ
ソ
科
が
専
門
課
程
諸
科
の
筆
頭
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
の
は
そ
の
重
要
度
を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
フ
ェ
ノ

ロ
サ
は
国
益
増
大
の
要
で
あ
る
美
術
工
芸
品
の
海
外
需
要
の
拡
大
は
良
き
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
養
成
に
よ
っ
て
達
成
で
ぎ
る
と
い
う
主
張
を
続
け
て
い
た
が
、
恐
ら

く
そ
う
し
た
観
点
か
ら
デ
ザ
イ
ソ
科
の
教
育
に
力
を
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
デ
ザ
イ
ソ
科
計
画
は
東
京
美
術
学
校
設
置
と
と
も
に
図
案
科

と
し
て
形
式
上
の
実
現
を
み
る
が
、

フ
ェ
ノ
ロ
サ
帰
国
後
の
規
則
改
正
（
明
治

二
十
三
年
）
で
廃
止
さ
れ
て
し
ま
う
。
代
わ
っ

て
登
場
す
る
の
が
美
術
工
芸
科

で
あ
り
、
そ
の
教
育
は
専
門
的
伝
統
工
芸
技
法
の
授
受
を
中
心
と
す
る
も
の
で

フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
デ
ザ
イ
ソ
科
構
想
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。

教
育
方
針
に
関
す
る
原
案
の
一
種
と
み
な
し
う
る
も
の
に
「
現
行
洋
画
教
育

の
非
と
我
々
の
改
革
案
」
（
『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
資
料
ー
』
一
七
四
頁
）
が
あ
る
。
原
文

は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
岡
倉
以
外
の
筆
跡
で
あ
る
と
い
う
が
、
内
容
は
彼
ら
の
欧
米

視
察
後
の
見
解
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
先
ず
、
現
行
の
洋
画
教
育
は
①

日
本
的
精
神
と
伝
統
に
反
し
、
②
美
術
の
原
理
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
場
合
、
極

め
て
劣
悪
で
あ
り
、

特
に
近
世
絵
画
(
+
六
世
紀
ー
十
九
世
紀
）
に
お
け
る
「
事

実
描
写
の
科
学
的
研
究
」
に
偏
し
て
お
り
、
③
教
育
方
式
と
し

て
は
欠
陥
が
多

く
、
④
偉
大
な
美
術
家
が
備
え
て
い
る
べ
き
デ
ザ
イ
ソ
カ
の
涵
養
と
無
関
係
の

も
の
で
あ
る
か
ら
排
斥
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
次
に
、
採
る
べ
含
方
針
を
提
案

し
て
い
る
。
そ
れ
は
教
科
課
程
を
実
施
す
る
際
に
、
⑥
東
洋
画
と
か
西
洋
画
の

区
別
を
つ
け
な
い
こ
と
、
⑯
美
術
の
原
則
に
基
づ
い
た
完
全
で
全
く
新
し
い
教

授
方
法
を
と
る
こ
と
、
伺
西
洋
近
代
の
科
学
的
方
法
は
教
科
課
程
の
中
で
従
属

的
地
位
に
置
く
こ
と
、
⑭
画
題
を
表
現
す
る
東
洋
的
方
法
を
重
視
す
る
こ
と
、

（
日
本
民
族
の
国
民
的
社
会
的
理
想
に
合
致
す
る
よ
う
な
総
合
的
実
践
を
め
ざ

す
こ
と
、
①
道
徳
、
国
史
、
文
化
、
高
邁
な
理
想
を
も
教
授
す
る
こ
と
、
⑧
装

飾
美
術
、
純
粋
美
術
の
境
界
線
を
引
か
ず
、
世
界
で
初
め
て
の
自
由
で
健
全
な

デ
ザ
イ
ン
教
育
課
程
を
実
施
す
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
原
案
は
フ
ェ
ノ

ロ
サ
と
岡
倉
の
鑑
画
会
に
お
け
る
帰
国
報
告
講
演
筆
記

(
82
頁
参
照
）
と
併
せ
読

む
と
趣
旨
が
一
層
は
っ
き
り
す
る
。

施

設

美
術
学
校
の
施
設
に
つ
い
て
は
「
計
画
案
い
建
築
案
」
の
中
で
い
展
示
室
、

③
初
級
生
用
絵
画
教
室
、
⑥
上
級
生
用
絵
画
教
室
、
④
用
器
画
教
室
、
⑮
講
義

室
、
⑱
教
官
室
、
り
事
務
室
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
各
室
の
床
面
積
や
壁
の
高

さ
、
用
材
、
彩
光
法
、
設
備
品
目
等
を
指
定
し
て
い
る
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
設
計

図
も
残
っ
て
お
り
、
校
舎
の
新
築
を
計
画
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、

こ
れ
に
附
随
し
て
よ
り
細
か
い
室
内
装
置
や
、
経
師
屋
、
額
縁
屋
、
教
材
に
つ

い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
特
に
教
材
に
つ
い
て
は
、

「
用
具
。
紙
（
質
の
向
上
に
つ
き
検
討
す
る
こ
と
）
、
墨
、
筆
（
形
や
製
法

の
向
上
）
、
ど
う
さ
（
芳
崖
の
改
良
を
採
用
）
、
絵
具
（
外
国
〔
西
洋
〕
絵

具
を
製
造
す
る
か
、

安
価
に
大
量
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
。
モ
デ

リ
ン
グ
用
粘
土
と
用
具
、
写
生
用
の
ス
ケ
ッ
チ

・
プ

ロ
ッ
ク
、
ま
た
墨
、

絵
具
、
座
席
や
傘
を
入
れ
る
場
所
の
あ
る
便
利
な
ス
ケ
ッ
チ

・
ボ
ッ
ク
ス

を
用
意
し
た
。
」

＇
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予
算
に
つ
い
て
は
「
計
画
案
③
予
算
案
」
に
第
一
年
度
総
計
費
六
万
円
、
第

二
年
度
十
万
円
、
第
三
年
度
十
五
万
円
（
以
上
は
人
件
費
を
除
い
た
額
）
と
記

さ
れ
て
い
る
。
実
際
の
東
京
美
術
学
校
予
算
（
巻
末
経
費
表
参
照
）

と
は
比
較
に

な
ら
な
い
高
額
の
予
算
案
を
立
て
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

組

織

組
織
に
つ
い
て
は
断
片
的
な
記
述
が
残
っ
て
い
る
の
み
で
全
体
的
な
構
図
は

把
握
で
き
な
い
が
、
画
院
な
い
し
は
美
術
局
、
ア
カ
デ
ミ
ー
と
の
関
連
に
お
い

て
美
術
学
校
組
織
を
か
た
ち
づ
く
ろ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
回
鑑
画
会
大
会

図
画
取
調
掛
が
発
足
し
て
美
術
学
校
設
立
準
備
が
始
め
ら
れ
て
間
も
な
く
、

明
治
十
九
年
四
月
十
五
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
四
日
間
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
ら
は
第

二
回
鑑
画
会
大
会
を
開
催
し
た
。
主
な
出
品
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

一
等
賞
（
五
十
円
）
狩
野
芳
崖
「
二
王
の
図
」

二
等
賞
（
二
十
円
）
橋
本
雅
邦
「
弁
天
の
図
」

渡
辺
省
亭
「
月
夜
の
杉
」

三
等
賞
(
+
円
）
欠

四
等
賞
（
五
円
）
高
橋
応
真
「
芥
子
花
」

そ
の
他
出
品
者
狩
野
友
信
、
端
館
紫
川
、
木
村
立
嶽
、
前
田
錦
楓
、
瀧
村

弘
方
、
狩
野
勝
玉
、
三
島
蕉
窓
、
本
多
佑
輔
、
岡
倉
秋
水
、
岡
又
太
郎
、
山

五 四

予

算

と
記
さ
れ
て
お
り
、
用
具
の
改
良
に
積
極
的
姿
勢
を
示
し
て
い
る
こ
と
や
、
西

洋
の
絵
具
や
粘
土
も
大
い
に
使
用
す
る
計
画
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

内
綾
岡
、
鈴
木
華
村
等
々
。

前
回
お
よ
び
今
回
の
大
会
の
出
品
者
の
中
に
は
の
ち
に
東
京
美
術
学
校
絵
画

科
の
教
師
と
な
る
狩
野
芳
崖
、
橋
本
雅
邦
、
狩
野
友
信
、
結
城
正
明
や
生
徒
と

な
る
岡
倉
秋
水
、
本
多
佑
輔
（
天
城
）
、
岡
又
太
郎
（
不
崩
）
ら
が
名
を
連
ね
て

お
り
、
既
に
鑑
画
会
に
お
い
て
絵
画
科
の
原
形
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

今
大
会
の
開
催
は
、

図
も
持
っ
て
い
た
。

―
つ
に
は
東
洋
絵
画
会
の
共
進
会
に
対
す
る
批
判
の
意

東
洋
絵
画
会
と
い
う
の
は
龍
池
会
か
ら
派
生
し
た
団
体

で
、
こ
の
十
九
年
春
に
は
大
規
模
な
日
本
画
の
公
募
展
を
上
野
公
園
で
開
催
し

て
い
た
。
会
場
の
様
子
を
『
東
洋
絵
画
叢
誌
』
第
十
六
集
（
明
治
十
九
年
六
月

三
十
日
）
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

館
の
中
央
を
第
二
混
と
し
土
佐
住
吉
光
琳
巨
勢
派
の
事
早
を
陳
列
し
其
左
背

を
第
二
謳
と
し
狩
野
英
長
谷
川
の
霊
を
陳
列
し
第
三
園
ハ
南
宗
北
宗
南
北

合
派
南
頻
文
屍
等
の
派
に
し
て
出
品
殊
に
多
く
殆
ど
場
中
―
―
―
分
の
二
を
領

せ
し
を
以
て
第
一
第
二
謳
を
饒
り
て
二
匝
の
環
を
壷
し
て
猶
除
り
あ
り
其

次
を
第
四
隔
と
し
圃
山
四
條
鈴
木
原
望
月
容
齋
諸
派
の
事
早
を
陳
列
せ
り
第

五
謳
ハ
菱
川
宮
川
歌
川
派
の
驚
を
陳
列
し
第
六
鹿
ハ
自
ら
無
流
派
と
稲
せ

し
壷
を
陳
列
し
此
外
に
審
査
を
請
ハ
ざ
る
の
霊
及
京
都
聾
學
校
教
員
生
徒

の
聾
南
北
（
漢
饗
）
東
（
圏
山
四
條
）
西
（
洋
聾
）
の
四
派
の
合
作
其
他

を
番
外
と
し
て
之
を
陳
列
し
新
聾
絃
に
終
れ
り
其
出
品
人
ハ
千
六
百
人
聾

帖
ハ

―
―
―
千
戴
百
張
な
り
場
の
最
終
の
一
部
を
参
考
甕
室
と
す
畏
く
も
御

マ
マ

物
を
殆
め
と
し
皇
族
方
の
御
蔵
幅
文
部
省
博
物
館
等
の
御
備
品
よ
り
華
族

以
下
諸
家
の
珍
蔵
秘
笈
を
出
陳
し
一
週
間
毎
に
之
を
掛
替
へ
諸
家
の
参
考
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